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学
校
教
育
部
長　

教
職
員
に
対

す
る
研
修
で
い
じ
め
等
へ
の
対
応

の
研
修
が
あ
り
、
そ
の
中
で
ネ
ッ

ト
上
の
問
題
も
含
め
研
修
を
進
め
、

充
実
を
さ
せ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

指
導
に
つ
い
て
は
各
学
校
徹
底
を

し
て
い
き
た
い
。

　

�　

子
ど
も
服
等
の
お
さ
が
り

ボ
ッ
ク
ス
で
更
な
る
ご
み
減
量
を
。

　

環
境
資
源
部
長　

衣
類
の
リ
ユ

ー
ス
は
、
民
間
の
リ
ユ
ー
ス
市
場

等
で
も
取
り
扱
っ
て
お
り
、
研
究

課
題
と
し
た
い
。

問

　

佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

「
子
ど
も
の
資
格
証
明
書
」

の
交
付
基
準
見
直
し
の
理
由
と
そ

の
内
容
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

厚
生
労

働
省
よ
り
通
知
を
受
け
た
た
め
、

見
直
し
を
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

少
額
の
分
納
で
も
納
税
誓
約
に
よ

り
一
年
間
の
短
期
被
保
険
者
証
を

交
付
す
る
。
子
ど
も
の
診
療
費
が

支
払
え
な
い
旨
、
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
一
カ
月
の
短
期
被
保
険
者

証
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

問

　

�　

子
ど
も
に
は
無
条
件
で
資

格
証
明
書
の
発
行
を
や
め
る
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

一
律
に

無
条
件
で
資
格
証
明
書
を
発
行
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�　

人
気
校
、
過
小
校
の
格
差

を
生
む
学
校
選
択
制
は
、
義
務
教

育
の
公
平
性
に
か
ん
が
み
、
見
直

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

学
校
選
択
制

に
よ
る
学
校
規
模
へ
の
顕
著
な
影

響
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問

　

殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）　

　

�　

小
児
二
次
救
急
医
療
を
早

期
に
復
活
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

小
児
二

次
救
急
医
療
を
再
開
す
る
た
め
に
、

各
大
学
病
院
に
医
師
派
遣
を
要
請

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
田
市

医
師
会
に
お
願
い
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
協
力
体
制
の
構
築
に
向
け
た
協

議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

�　

市
民
病
院
の
民
営
化
に
道

を
開
く
、
地
方
公
営
企
業
法
全
部

適
用
は
撤
回
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

問問

　

市
長　

全
部
適
用
と
い
う
の
は

一
つ
の
方
法
論
で
す
。
市
民
の
命

と
健
康
を
守
る
地
域
医
療
と
市
民

病
院
の
充
実
の
た
め
の
方
策
で
す
。

　

�　

市
長
が
、
「
警
察
の
捜
査

に
全
面
的
に
協
力
す
る
」
と
議
会

で
答
弁
し
た
一
カ
月
前
、
事
件
の

証
拠
物
件
の
手
帳
を
「
改
ざ
ん
」

し
た
重
大
な
行
為
の
真
相
を
問
う
。

　

市
長　

二
〇
〇
五
年
秋
の
一
件

に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
を
含
め
、

二
年
前
の
八
月
の
臨
時
議
会
で
申

し
上
げ
た
と
お
り
で
す
。

問

　

谷
沢
和
夫（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

現
在
南
多
摩
斎
場
の
利
用

率
は
一
〇
〇
％
に
近
く
、
何
日
も

待
た
さ
れ
る
不
都
合
が
生
じ
て
い

る
。
や
む
を
得
ず
他
市
の
斎
場
を

利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
市
民
に
補

助
金
を
支
給
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

な
か
な
か
利
用
で
き
な

い
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

税
で
負
担
し
て
い
る
こ
と
と
実
態

上
な
か
な
か
利
用
で
き
な
い
こ
と

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

問

　

岩
崎
副
市
長　

ま
ず
、
枠
の
拡

大
に
つ
い
て
、
構
成
市
と
相
談
し

な
が
ら
進
め
た
上
で
、
補
助
金
制

度
も
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

�　

町
田
市
は
厚
木
基
地
爆
音

防
止
に
向
け
関
係
当
局
に
申
し
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
回
答
を

広
報
ま
ち
だ
に
掲
載
す
べ
き
だ
。

　

政
策
経
営
部
長　

今
回
は
紙
面

の
都
合
で
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
は
、
要
請
文
、
回
答

文
が
広
報
に
掲
載
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問

「

無

保

険

」

の

子

ど

も

を

ゼ

ロ

に

市

民

病

院

と

地

域

医

療

の

充

実

を

画
の
策
定
を
始
め
、
地
域
の
関
係

者
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
安
心
し
て
安
全
に
利
用

で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

�　

少
年
硬
式
野
球
チ
ー
ム
に

限
定
的
な
練
習
内
容
で
も
グ
ラ
ン

ド
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
開
放
せ
よ
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

当

面
は
、
少
年
硬
式
野
球
の
需
要
や

安
全
性
等
を
考
え
、
公
の
施
設
に

お
い
て
拡
大
が
可
能
か
ど
う
か
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問

洪

水

時

の

避

難

誘

導

を

明

示

せ

よ

！

他

市

斎

場

利

用

時

に

補

助

金

支

給

を

市

民

病

院

の

小

児

科

を

守

ろ

う

！

片

所

谷

戸

緑

地

・

生

ご

み

の

資

源

化

　

宮
坂
け
い
子
（
公
明
党
）

　

�　

市
民
病
院
の
小
児
科
を
守

り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
よ
う
、
私
達
に
出
来
る

事
を
み
ん
な
で
学
び
考
え
、
子
ど

も
を
守
り
医
師
を
守
る
運
動
を
す

る
、
守
る
会
の
設
立
支
援
を
。

　

市
長　

市
民
に
市
民
病
院
の
窮

状
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
す
る
こ
と
を

お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
を
許

さ
な
い
学
校
づ
く
り
を
早
急
に
。

問問

　

川
畑
一
隆
（
公
明
党
）

　

�　

八
月
末
豪
雨
災
害
を
レ
ビ

ュ
ー
し
、
地
域
防
災
計
画
に
反
映

す
べ
き
点
は
何
か
。
と
く
に
避
難

誘
導
を
早
急
に
明
示
せ
よ
。

　

防
災
安
全
担
当
部
長　

洪
水
時

用
の
避
難
場
所
の
選
定
や
避
難
方

法
の
見
直
し
を
行
い
、
町
田
市
地

域
防
災
計
画
に
反
映
し
ま
し
た
。

　

�　

被
害
甚
大
な
大
地
沢
青
少

年
セ
ン
タ
ー
の
早
急
な
復
旧
を
求

め
る
。
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　

岩
崎
副
市
長　

今
後
、
復
旧
計

問問

　

河
辺
康
太
郎（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

自
治
体
病
院
を
設
置
し
運

営
す
る
政
策
目
的
は
。

　

市
長　

不
採
算
部
門
も
含
め
て

市
民
に
対
し
て
安
全
で
良
質
な
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
市
民

病
院
の
役
割
は
、
地
域
か
ら
求
め

ら
れ
て
い
る
二
次
医
療
、
救
急
医

療
及
び
高
次
医
療
な
ど
の
医
療
機

能
を
確
保
し
、
地
域
の
病
院
、
診

療
所
と
連
携
し
て
効
率
的
な
医
療

を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

�　

こ
れ
ま
で
多
く
の
税
金
が

問問

投
入
さ
れ
運
営
を
続
け
て
き
た
市

民
病
院
は
市
民
の
共
有
財
産
で
あ

る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

　

市
長　

市
民
の
共
有
財
産
だ
と

い
う
認
識
は
し
て
い
ま
す
。

　

�　

四
月
よ
り
経
営
形
態
の
変

更
に
よ
り
新
た
に
病
院
事
業
管
理

者
が
設
置
さ
れ
る
が
、
病
院
事
業

の
最
終
的
な
責
任
の
所
在
は
。

　

市
長　

病
院
設
置
者
と
い
う
の

は
市
長
で
す
か
ら
、
当
然
最
終
的

な
責
任
は
市
長
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

問

病

院

運

営

の

考

え

方

に

つ

い

て

　

佐
藤
伸
一
郎（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

小
山
片
所
谷
戸
緑
地
の
保

全
に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

　

市
長　

自
然
環
境
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
も
踏
ま
え

て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
土
地
の
一

部
を
市
が
取
得
す
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
て
対
応
し
た
い
。

　

�　

生
ご
み
の
資
源
化
に
つ
い

て
は
、
も
っ
と
地
域
に
入
り
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

環
境
資
源
部
長　

今
年
度
、
生

問問

ご
み
処
理
機
を
一
、
〇
〇
〇
台
、

大
型
生
ご
み
処
理
機
を
一
〇
台
、

普
及
の
た
め
に
説
明
会
を
や
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

小
山
中
央
小
学
校
の
周
辺

の
環
境
整
備
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

緑
地
に
つ
い

て
は
、
貴
重
な
雑
木
林
、
そ
し
て

学
校
や
地
域
の
財
産
に
な
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

校
の
敷
地
と
し
て
の
緑
地
は
、
児

童
へ
の
安
心
安
全
の
観
点
か
ら
フ

ェ
ン
ス
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

問

　

お
く
栄
一
（
公
明
党
）　
　

　

�　

市
独
自
の
緊
急
融
資
制
度

を
開
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

経
済
観
光
部
長　

市
の
役
割
と

し
て
は
、
比
較
的
小
規
模
な
事
業

者
が
利
用
し
や
す
い
制
度
を
実
施

す
る
こ
と
で
あ
り
、
一
、
〇
〇
〇

万
円
以
上
の
資
金
の
融
資
制
度
は

国
等
の
守
備
範
囲
と
考
え
ま
す
。

　

�　

多
重
債
務
問
題
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

各
部
門
へ
の
相

談
に
つ
い
て
は
、
消
費
生
活
セ
ン

問問

タ
ー
へ
の
相
談
に
一
本
化
し
て
対

応
し
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年

度
の
実
現
を
目
指
し
、
司
法
書
士

会
と
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
連
携

の
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

�　

小
野
路
地
域
に
行
政
バ
ス

運
行
を
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　

交
通
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
誰
も
が
公
共

交
通
で
不
便
な
く
移
動
で
き
る
町

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
市

全
体
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
の
一

つ
と
し
て
研
究
し
た
い
。

問

中

小

企

業

を

今

こ

そ

救

う

べ

き

で

は

ド

ッ

グ

ラ

ン

建

設

検

討

会

と

は

　

黒
木
一
文
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

「
町
田
市
に
ド
ッ
グ
ラ
ン

を
！
」
と
言
い
続
け
て
き
た
が
、

や
っ
と
「
ド
ッ
グ
ラ
ン
建
設
検
討

会
」
を
庁
内
に
立
ち
上
げ
た
と
い

う
。
ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
、
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

両
副
市
長
、
そ

の
ほ
か
政
策
経
営
部
、
財
務
部
、

市
民
部
、
環
境
資
源
部
、
都
市
づ

く
り
部
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
、

上
下
水
道
部
、
七
部
の
部
長
に
よ

問

っ
て
構
成
す
る
庁
内
検
討
会
を
一

一
月
に
開
催
し
、
検
討
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
課
長
級

で
の
作
業
部
会
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
は
、
災

害
時
に
も
大
切
な
も
の
。
普
及
・

啓
発
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

　

岩
崎
副
市
長　

ま
ず
Ｐ
Ｒ
を
強

化
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
災
害

時
に
は
動
物
が
一
緒
に
避
難
す
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
た

い
。 問

　

中
山
勝
子
（
自
由
民
主
党
）　

　

�　

病
院
事
業
管
理
準
備
担
当

職
の
職
制
及
び
役
割
は
。

　

市
長　

市
長
の
命
を
受
け
、
病

院
経
営
及
び
管
理
に
関
し
市
の
方

針
の
確
定
に
参
画
す
る
こ
と
で
す
。

　

総
務
部
長　

身
分
は
非
常
勤
の

嘱
託
職
員
と
な
り
ま
す
。

　

�　

病
院
事
業
管
理
準
備
担
当

職
の
報
酬
と
そ
の
根
拠
は
。

　

総
務
部
長　

報
酬
は
町
田
市
非

常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
を
適
用
し
市
長
と

問問

協
議
の
上
で
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
事
務
長　

月
額
九
〇

万
円
は
、
ド
ク
タ
ー
の
顧
問
が
月

額
一
一
〇
万
円
な
の
で
、
事
務
職

員
の
た
め
八
五
％
を
掛
け
ま
し
た
。

　

�　

周
産
期
セ
ン
タ
ー
の
立
ち

上
げ
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
加
算
、
新
人
研
修

医
の
指
定
、
病
院
機
能
評
価
の
認

定
等
総
院
長
の
実
績
を
評
価
し
、

引
き
続
き
努
力
を
求
め
る
が
、
市

長
の
見
解
は
。

　

市
長　

任
命
を
す
る
の
は
私
の

権
限
で
す
。

問

市

民

病

院

の

諸

課

題

に

つ

い

て

大型生ごみ処理機

復旧工事中の大地沢青少年センター


